
１．本市が法人に求める経営改善及び連携・活用に関する計画
４カ年計画の目標の変更

【「中期経営計画」の概要等】
１　計画策定の趣旨
　　新型コロナウイルス感染症の収束の見通しや現在の国際情勢の影響を見極めることは困難な状況であるものの、川崎駅周辺市街地
　における商業活性化の中核的な役割を担うべく、全社員一丸となって持続可能な安定した経営基盤の確立を目指します。
２　計画期間
　　令和４年度から令和７年度までの４か年（「連携・活用方針」と同期間）とします。
３　計画期間における取組と目標
　　【目標】令和７年度　店舗売上高１２１億円（ｻｰﾋﾞｽ店舗除く(※)　令和２年度比１２３．５％　令和元年度比９４．４％
　　【取組】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ｻｰﾋﾞｽ店舗を含んだ店舗売上高の目標は134億円
　　　施策１　商業施設「川崎アゼリア」の店舗売上高の回復に取り組む
　　　　（１）店舗区画・業種構成の最適化による店舗売上全体の回復、（２）情報発信力の充実・強化、
　　　　（３）既存顧客の囲い込み強化、（４）店舗での決済手段の拡充（お客様の利便性向上）、
　　　　（５）広場等を活用した短期催事・イベントなどの積極的開催及び運営体制の強化
　　　施策２　環境経営を意識した取組について
　　　　（１）SDGｓの取組、（２）脱炭素社会の実現に向けた地球温暖化対策への取組、（３）フードロス減少への取組
　　　施策３　効果的・効率的な運営体制（組織）の再構築に向けて
　　　　（１）人材の確保・育成の推進、（２）業務運営のDX化推進
　　　施策４　経営健全化に向けて
　　　　（１）収入確保に向けた取組の推進、（２）駐車場運営事業の効率化、（３）経営資源の効率化、（４）経費削減・抑制の強化、
　　　　（５）計画的な設備維持更新投資等の実施
４　財務計画（損益計画）

【目標値の変更経緯と理由】
１　本市では、令和４年３月に、地下街アゼリアの施設全体の活性化や法人の経営の健全化、地域社会への連携・貢献等のさらな
　る推進を図るため、令和３年10月時点での社会経済環境を踏まえ、川崎アゼリア株式会社の「経営改善及び連携・活用に関する
　方針（以下「連携･活用方針」という）」を策定しました。
２　一方、法人としての取組として、川崎駅周辺市街地における商業活性化の中核的な役割を担うべく、全社一丸となって持続可能
　な安定的な経営基盤の確立を目指し、令和４年の年明け以降の新型コロナウイルス感染症の影響や、急激な円安、原油・原材料
　価格の高騰などの社会経済環境の変化を踏まえ、単年度黒字化する年度を令和７年度とする「中期経営計画」を、令和４年３月に
　策定しました。
３　上記１・２の策定経緯を踏まえ、「連携・活用方針」の財務見通しと「中期経営計画」の財務計画との目標値に差が生じていること
　から、「連携・活用方針」に掲げる行動計画及び目標値を、「中期経営計画」の取組と目標、財務計画に基づき変更することで、市と
　法人のより連携した取組の推進を図っていきます。

（参考）

【「連携活用方針」の行動計画の追記等と目標値の変更】
１　本市施策推進に向けた事業計画②／店舗活性化推進事業
（１）行動計画
　　店舗売上高の回復に向け、「ウィズコロナ」の状況を踏まえて、既存店舗の区画・業種構成の最適化等に取り組むとともに、情報発
　信の充実や既存顧客の囲い込み、さらには、店舗での決済手段の拡充などに取り組みます。
（２）目標値
　　令和7年度の店舗売上高目標に基づき、指標「店舗レジ客数」及び「店舗売上高」の目標値を変更します。
２　経営健全化に向けた事業計画①／財務の改善
（１）行動計画
　　顧客に支持される魅力ある店舗への入替や効果的なプロモーションの展開、イベント広場の活用等により施設全体の活性化を図り、
　令和４(2022)年度から令和７(2025)年度までそれぞれ、98百万円、100百万円、142百万円、144百万円の営業収益の増加(令和２
　 (2020)年度比)を目標に取り組みます。
　　委託業務や工事内容等の見直しを図るなど継続的な経費の削減に取り組みます。令和４年度は令和２年度比で5百万円の売上原
　価の増加となりますが、令和５(2023)年度から令和７(2025)年度まではそれぞれ、137百万円、250百万円、323百万円の売上原価の
　削減(令和２(2020)年度比)を目標とします。
（２）目標値
　    当期純利益、売上高、売上原価の計画数値を変更することに伴い、指標「有利子負債比率」、「営業収益成長率」、「売上原価低減
　率」の目標値を変更します。
３　業務・組織に関する計画①／効率的な組織の構築
（１）行動計画
　　社内業務のＤＸ化に取り組み、データ活用による業務の高度化や効率化を推進します。
（２）目標値
　　売上高の計画数値を変更することに伴い、指標「従業員一人あたり営業収益（売上高）」の目標値を変更します。

経営改善及び連携・活用に関する方針の目標値の変更
（令和4（2022）年度～令和7（2025）年度）

法人（団体名） 川崎アゼリア株式会社 所管課 経済労働局観光・地域活力推進部

単位：百万円
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

売上高 2,667 2,739 2,765 2,767 2,809 2,811
売上原価 2,996 2,988 3,001 2,859 2,746 2,673
営業利益 △ 562 △ 495 △ 492 △ 357 △ 182 △ 93
経常利益 △ 524 △ 453 △ 422 △ 269 △ 80 21
当期純利益 △ 519 △ 448 △ 422 △ 270 △ 81 20
※記載数値は単位未満を四捨五入して表示
※令和2年度は実績、令和３年度は実績見込、令和4年度以降は計画値を記載



業務・組織に関する計画

取組
№

項目名 指標

現状値 目標値

81,943

回業務監査の実施回数 R2：2 2 2 2 2

81,943 千円

① 効率的な組織の構築

従業員一人あたり営業収益（売
上高）

R2：76,213 77,571 78,714

（見直し後の数値）

令和3
（2021）年度

令和4
（2022）年度

令和5
（2023）年度

令和6
（2024）年度

令和7
（2025）年度 単位

80,257 80,314 千円79,000 79,057

（見直し後の数値） 0.2 △ 4.6 △ 8.3 △ 10.8 ％

売上原価低減率 R2：－ △ 0.7 △ 5.3 △ 8.9 △ 10.4

％

（見直し後の数値） 3.7 3.7 5.3 5.4 ％

％

有利子負債比率 R2：127.6 127.8 115.4 96.1 75.8

営業収益成長率 R2：－ 1.8 3.3 7.5 7.5

115.1 97.8

経営健全化に向けた事業計画

③
地域社会への連携・貢献
事業

防災関係訓練回数 R2：3 3 3

％

① 財務の改善

有利子負債額 R2：6,959 5,795 4,967 4,139

（見直し後の数値） 126.4 77.8 ％

3,311 百万円

取組
№

項目名 指標

現状値 目標値

令和3
（2021）年度

令和4
（2022）年度

令和5
（2023）年度

令和6
（2024）年度

令和7
（2025）年度 単位

百万円

近隣商店街・商業施設、行政等
との連携イベント数、及び地方
物産展実施回数

R2：10 11 11 12 12 回

回

② 店舗活性化推進事業

店舗売上高 R2：11,317 11,960 12,708

3 3

14,203 14,203

10.9 10.9

（見直し後の数値） 9.8 10.1 10.3 10.3

9.8

13,183 13,453 13,453

百万人

百万円

（見直し後の数値） 12,790

百万人

① 施設環境整備事業

施設・設備の整備・更新計画の執行
率

R2：25.0 100 100 100 100 ％

千円

通行者数 R3：210.4 227.8 233.5 239.2 244.9

店舗レジ客数 R2：8.7 9.2

ｔ

千人

事業別行政サービ
スコスト（①～③の
事業合計）

本市財政支出
（直接事業費）

R2：269,620
(R2：2,996,204)

279,958
(2,976,000)

279,958
(2,836,000)

279,958
(2,729,000)

279,958
(2,686,000)

CO2排出量 R2：7,638 8,212 8,129 8,047 7,966

本市施策推進に向けた事業計画

令和6
（2024）年度

令和7
（2025）年度 単位

取組
№

事業名 指標

現状値 目標値

令和3
（2021）年度

令和4
（2022）年度

令和5
（2023）年度


